第19回　施設処遇会議　議事録

H19.8.20　13:30～15:00

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・秋山S.G.M・佐々木・小松・山口・三浦・山田・馬渡・

（欠席者：千葉C.E.O・小坂・原・下平）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：小松

議題

１：馬渡　武光　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：奥山　以依子様（青山荘利用者様）の処遇について

３：澤代　文男　様（青明舎入所者様）の処遇について

１：馬渡　武光様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症、糖尿病

　＜問題点＞

1 糖尿病であるが、病気に対して理解が薄く、食に対する執着心が強いため、なかなか血糖値が安定しない。（他者へおやつをたかる、ゴミ箱をあさる。）

⇒介入方法

· 血糖値は6.1前後で経過している。現在、普通食だが、間食・ジュースの摂取状況を確認していく。

· 買い物の際には、内容を確認してアドバイスする。（砂糖・クリープはカロリーオフへ。）

· 血糖値の経過を主治医と相談し、状態の悪化を予防する。

· 健康プログラムを利用しながら、運動と間食のバランスを調整していく。
2 コーヒー・タバコ等の自己制限が出来ない。

⇒介入方法

· 貰いタバコが頻回となった為、本人への個別面談と集団でのミーティングで話し合い、本人と対策を考えた所、現在は落ち着いている。

· 一日に何本という目安を立て、決まった日に本人へタバコを渡す。
· 常にコップを片手に歩いており、飲水が頻回となっている場合は、声をかける。コーヒーは、毎回クリープと砂糖を入れている為、糖尿病にも良くないことを伝えなるべく回数を減らせるよう促していく。
3 家族との関係が希薄になっている。

⇒介入方法

· 以前にもまして、保護者の兄との交流が減っておりこちらからの促しにもなかなか来ていただけない状況になっている。今年で、入所5年目となる為、手紙での連絡は行っているが返答が無く近日中に電話連絡し保護者を交えて面談を行い、本人との関わりについても依頼する。

＜評価＞

血糖値は、前回に比べれば落ち着いてはきている。おやつ・タバコにに関しては、今は本人から買いたいなどの訴えは無いが、飲み物の購入が多く見られる。また、砂糖（パールスイート）を一週間でつかいきったりされている事が見られ、その都度、指導を要している。今後も、おやつ・タバコに関して、改善は難しい。今後も継続して介入し維持していく必要がある。家族関係に関しては、一度保護者と面談を設け次回その結果を報告する。

２：奥山　以依子様（青山荘利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

①退所までの訓練への取り組み姿勢
⇒介入方法

【健康管理・食事管理】
· 現在行われている服薬管理の様子を見ながら、チェック表を利用せずにも管理できるよう、少しずつ目標を持ちステップアップを図る。最終的にはシンラックの自己管理（飲む必要性を理解しながら、適量服用することが出来る）を目標とする。

· デイケアプログラムでの運動の様子や月の体重・体脂肪の増減、食事・間食の様子、水分摂取量等にも着目しながら、年齢を考慮した健康管理・維持を行う。

【社会資源の利用】
· 今後もバス乗降訓練を継続して取り組む（今後は市街⇒青山荘までの帰りの訓練に重点を置く）

· 毎度、重度医療申請日には、手続きを行う目的を相手に伝える練習・何の手続きに来ているのか理解できるようひとりSSTを実施する。

【金銭管理】
· 月末に本人より収支表が提出された際には面談を設け、職員自身も本人の収支やその傾向を理解する。
· 必要以上の支出がある際には、現在の支援内容を再検討する。
②家族関係の調整（弟様との関係性・世帯分離）

⇒介入方法

【弟様との関係性】

· 面会や連絡を定期的に行えるよう、職員から弟様へ、または本人から弟様へ電話を入れ、面談・面会希望の意思を伝え、弟様の都合を考慮しながら面談実施する。

· 手紙送付を継続して行う。

· 面談が困難な場合は、職員より弟様へ電話にて生活訓練の様子や評価を定期的に伝える。

【世帯分離】

今後、退所も考慮した上で、弟様は世帯分離を希望（経過参照）。

· 面談の場を設け、再度弟様に世帯分離希望の理由を確認し、世帯分離を行った際のメリット・デメリットについて検討。その上で再考察・決定していただく。

· 面談の際には、本人も含めて話し合い、分かりやすく説明し、本人の意思や考えも考慮した上で決定する。

· 世帯分離を行うこととなった場合、手続きを行う適当な時期を検討し、手続き内容について弟様と本人、職員とで確認する。

＜評価＞

今後、本人と退所先について話を行い、それに向けた介入をしていく。保護者が希望している世帯分離に関しては、本人にとってはデメリットの方が多い。本人も交えた三者面談を行っていき話し合いをしていく必要がある。その際は、弟様に流されずに対応していく。

　

３：澤代　文男　様（青明舎入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　　　　　合併症：てんかん

　＜問題点＞

1 職場での人間関係（仕事上の悩み）を溜め込んでしまう。

・青明舎に来所した際は、スタッフから声掛けを行い職場の悩みについて本人が話しやすい環境を作る。

・本人からはあまり話さないのでスタッフから声を掛けるようにする。

・職場の訪問を行い、本人の職場での様子を確認する。

＜評価＞

　青明舎には、１ヶ月に2～３回程度、休みの日や外来受診後に利用されています。本人から悩みについて話してくる事は殆どなく、溜め込んでしまう為、来所したらスタッフ側から声掛けし、本人の悩みや相談を聞くようにしている。本人から青山荘に電話が来た場合は、本人が話を聞いて欲しい時なので、その際は、仕事についてなどスタッフ側から聞いてあげた方が本人は話しやすい。それによって自分なりに気持ちを整理していく為、スタッフ間で統一した対応をしていく。

